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Abstract: Clay mineral type and content, mineral composition and assemblage, and alteration of bentonite are very important factors
for the ultra-long-term stabilization of barriers and backfill in radioactive waste disposal. This study was conducted to investigate the 
effects of clay mineral type and content on the swelling characteristics and permeability of bentonite-sand mixtures with clay 
minerals using one-dimensional swelling-pressure and constant-pressure permeability tests. The hydraulic conductivity of 
bentonite-sand-clay mineral mixtures increased with mixed non-swelling alteration products replacement ratio. These results suggest 
that an increase in expected alteration products of montmorillonite leads to increased hydraulic conductivity. Our data provide a basis 
for evaluation of the hydraulic conductivity of bentonite-sand mixtures with known quantities of expected alteration products of 
montmorillonite.
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１．緒 言 

 

 放射性廃棄物の地層処分（図 1）は，各国で現
実味を帯びた重要課題である．特に，数千～数百

万年間における超長期の安全性が求められる人工

バリア材には，モンモリロナイトと呼ばれる粘土

鉱物を主成分とする Na 型のベントナイト系材料
（ベントナイトと珪砂の混合材料）を利用すること

が有望視されている．ベントナイトは主にモンモ

リロナイトと他の粘土鉱物（イライト，カオリナ

イト，緑泥石など）および非粘土鉱物（石英，長

石類，炭酸塩鉱物，黄鉄鉱など）で構成される粘

土材料である．これまでベントナイト系材料や粘

土鉱物を主とする材料の膨潤特性および透水性に

関して，多くの研究成果[2-10]が報告されている．
数千～数百万年間の超長期の安全性を実現するに

あたって，人工バリア材に及ぼす変質作用の影響

は考慮すべき重要項目である．変質作用を受ける

ことにより，ベントナイト中のモンモリロナイト

は部分的にイライトや緑泥石に，長石はカオリナ

イトに変質する恐れがある[11-15]．特に，ベント
ナイト中のモンモリロナイトがイライトに変質す

図 1 放射性廃棄物地層処分の多重バリアシステ
ム（[1]に基づく）

る現象については多くの研究成果[12,16-19]が蓄
積されているものの，カオリナイトや緑泥石に変

質する現象について調査した研究は非常に少ない．

これらの変質鉱物の生成により，ベントナイト系

材料の物性が劣化する恐れがある．また，ベント

ナイト系材料に与える変質作用の超長期的な影響

を予測するために，いくつかの数値シミュレーシ

ョン[20-22]も試みられている． 
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 一方，日本列島をはじめとする環太平洋地域の

地質は，地質時代を通じて，マグマ活動や地殻変

動，風化作用の産物が多く，熱水変質帯や破砕帯，

風化帯が広範囲に分布しており，多種多様な粘土

鉱物が普遍的に存在している．粘土鉱物はその構

造や化学組成の違いから，物理・力学特性が大き

く異なる．ベントナイトに関しても，産地が異な

れば，モンモリロナイト以外の粘土鉱物やその他

の鉱物が様々な割合で含有する．

 したがって，ベントナイトの構成鉱物の組合せ

や量比の違いに着目することと，モンモリロナイ

トの変質後を想定した様々な粘土鉱物を主成分と

する材料の物性を明らかにすることは，放射性廃

棄物の地層処分における人工バリア材の超長期安

全性を考えるうえで不可欠な重要検討事項である．

 本総説は，まず，1 種の粘土鉱物のみから構成
される供試体の膨潤特性および透水性[23]につい
て記述する．そして，ベントナイト系材料に対し

て，超長期供用による変質を想定して，変質鉱物

（粘土鉱物）を様々な割合で置換した供試体を用い

て，一次元膨潤圧試験および定圧透水試験を実施

し，ベントナイト系材料の膨潤特性および透水性

に与える粘土鉱物置換率（変質）の影響について

検討した結果[23]を記述する．
 

２．研究方法

 

２．１ 研究試料 

 

 粘土鉱物の種類の違いが膨潤圧と透水係数に及

ぼす影響を明らかにするために，1種の粘土鉱物の
みから構成される供試体を使用した1次元膨潤圧
試験および定圧透水試験を実施した．本研究で使

用した粘土鉱物は，カオリナイト（土粒子密度  s

= 2.577 g/cm3，BET法による比表面積 Sm = 40.42 
m2/g，1.0nmハロイサイト（ s = 2.736 g/cm3，Sm = 61 
m2/g [24]），タルク（ s = 2.786 g/cm3，Sm = 5.39 m2/g 
[25]），雲母粘土鉱物（ s = 2.904 g/cm3，Sm = 4.85 
m2/g）および緑泥石（ s = 2.841 g/cm3，Sm = 5.20 
m2/g）を用いた．このうち，ベントナイト系材料の
変質を想定した試料として，カオリナイト，雲母

粘土鉱物および緑泥石を用いた．ベントナイト系

材料の試料の割合は，ベントナイトおよび粘土鉱

物を70%，珪砂30%とし，ベントナイトと粘土鉱物
との割合により，粘土鉱物置換率を定義した（図
2）．なお，粘土試料はいずれも75 mふるい通過
分を用いた．本研究では，ベントナイトは山形県

月布産のクニゲルV1，珪砂は三河珪砂6号をそれぞ

図 2 ベントナイト系材料の配合（[23]を一部改
変）

図 3 ベントナイト（A），珪砂（B）および粘土
鉱物試料（C: カオリナイト，D: 1.0nm ハロ
イサイト，E: タルク，F: 雲母粘土鉱物，
G: 緑泥石）の X線回折パターン（[23]を一
部改変）

れ用いた．クニゲルV1は，モンモリロナイト（46
～49％），石英（29～38％），長石類（2.7～5.5％），
方解石（2.1～2.6％），苦灰石（2.0～2.8％），沸
石類（3.0～3.5％），黄鉄鉱（0.5〜0.7％）などで
構成される[1,26]．ベントナイトと粘土鉱物試料は，
粉末X線回折パターンにより同定した（図3）．カ
オリナイト試料は，多量のカオリナイトと極少量

の石英で構成される（図3C）．タルク試料は，多
量のタルクと極微量の緑泥石で構成される（図3E）．
緑泥石試料は，多量の緑泥石，少量の石英，長石，

方解石，海泡石で構成される（図3G）．
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２．２ 一次元膨潤圧試験および定圧透水試験 

 

 一次元膨張圧試験および定圧透水試験に使用し

た供試体は，直径50 mm，高さ10 mmの円柱で，密
度が1.4 g/cm3になるように静的に締固めて作製し

た．両試験とも恒温室（20±1°C）内に断熱材で作
製した恒温槽内にて実施した．

 一次元膨潤圧試験（図4）は，供試体の体積変化
を拘束した状態で水浸（蒸留水）させ，そのとき

の鉛直方向に発生する荷重Fを1秒間隔で測定し，
膨潤圧Ps（= F/A，A：供試体の断面積）を算出した．
一次元膨潤圧試験は，少なくとも72時間行い，そ
れ以降は膨潤圧が24時間一定（平衡膨潤圧）とな
るまで測定を行った．

 定圧透水試験（図5）は，エアコンプレッサーお
よび加圧容器を用いて，供試体に一定の透水圧で

通水（蒸留水）して行った．供試体は水浸減圧容

器を用いて脱気し，飽和状態とした．本研究にお

ける供試体の飽和度の最小値は98.9％であった．粘
土鉱物の膨張圧が約2日で平衡膨張圧力に達した
ことから（図6），水浸時間は，粘土鉱物試料で4
日間，ベントナイトで7日間とした．後者の日数は，
少なくとも一次元膨張圧試験の期間に対応する．

透水量は分析天びん（株式会社島津製作所製

AUW120D，分解能0.1 mg）を用いて，60秒間隔で
コンピュータにより計測した．測定時間は，初め

て透水量を確認してから24時間以上測定した．透
水係数k（= QL/hAt，Q：透水量，L：供試体高さ，
h：水位差，A：供試体の断面積，t：測定時間）は
ダルシー則を用いて算出した．水位差は加圧容器

内の圧力（例えば，透水圧が0.1 MPaの場合，h =
1020.4 cm）として計算した．なお，透水圧は，供
試体の変形や水みちを生じさせないように，膨潤

圧以下に設定した．ただし，緑泥石試料および緑

泥石－珪砂混合試料（Ps < 0.002 MPa）の透水圧は
0.002 MPaとした．また，透水量については，蒸発
量も考慮した．

図 4 一次元膨潤装置の概略図[23]

Temperature-controlled room

図 5 定圧透水試験装置の概略図[23]

Temperature-controlled room
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３．実験結果および考察 

 

３．１ 1 種の粘土鉱物のみから構成される供試
体の膨潤圧および透水係数 

 

 5 種類の粘土鉱物およびベントナイトの膨潤圧
と透水係数との関係を図 7 に示す．膨潤圧 Psは，

ベントナイトが最も大きく（Ps = 0.48 MPa），次い
で，1.0nmハロイサイト（Ps = 0.24 MPa），カオリ
ナイト（Ps = 0.17 MPa）であり，雲母粘土鉱物お
よびタルクが，それぞれ，Ps = 0.02 MPaおよび Ps

= 0.01 MPa で小さく，緑泥石については Ps < 0.002 
MPaであった．したがって，膨潤圧は，粘土鉱物
の種類によって異なることがわかる．特に，1.0 nm
ハロイサイトとカオリナイトの膨張圧は，他の粘

土鉱物よりも大きく，これらの粘土鉱物では比表

面積が大きい．そのため，これらの粘土鉱物は表

面張力による吸着水の増加により，間隙水圧が大

きくなり，その結果，膨潤圧が大きくなったと考

えられる．

 一方，透水係数 k は，ベントナイトで k =
5.3×10-13 m/s で最も小さく，これは，同一試験条
件下での既往の研究における透水係数（ k =
4.8×10-13 m/s[27]）と同程度の値である．カオリナ
イトおよび 1.0nmハロイサイトの透水係数は 10-10

m/s 程度，タルク，雲母粘土鉱物および緑泥石の
透水係数は 10-8 m/s程度であり，両者には 2オー
ダーの差があった．粘土鉱物の種類の違いによっ

て，透水係数は異なることが示された．また，膨

潤圧が大きい試料ほど透水係数は低く，これらの

間には高い相関が認められた（図 7）．地層処分に
おいて，ベントナイトの変質により生成されると

考えられるカオリナイト，雲母粘土鉱物，緑泥石

の透水係数は，ベントナイトの透水係数より 3～5
オーダー大きかった．これらの実験結果は，ベン

トナイトの変質による非膨潤性粘土鉱物の増加が

透水係数の増加につながることを示唆している．

図 7 ベントナイトと粘土鉱物の膨潤圧と透水係
数との関係[23]

 

３．２ 粘土鉱物を含むベントナイト系材料の膨

潤圧および透水係数 

 

 ベントナイト系材料の膨潤圧と透水係数との関

係を図 8に示す．ベントナイト系材料の膨潤圧は
膨潤圧が大きい試料ほど透水係数は低くなる傾向

が見られ，これらの間には高い相関が認められた．

また，粘土鉱物置換率の増加に伴い，膨潤圧は
低下するが，置換する粘土鉱物の種類の違いによ

る大きな差は見られない．

 ベントナイト系材料の膨潤圧および透水係数と

粘土鉱物置換率との関係を図 9に示す．カオリナ
イト－珪砂混合供試体，雲母粘土鉱物－珪砂混合

供試体および緑泥石－珪砂混合供試体（ =
100%）の透水係数は，それぞれ，k = 6.3×10-10 m/s，
k = 3.6×10-8 m/sおよび k = 9.4×10-8 m/sであった．
これらの透水係数は，ベントナイト－珪砂混合供

試体（ = 0%）における透水係数（k = 1.4×10-12 m/s）
よりも 2～4 オーダー程度低下する結果となった．
なお，同一試験条件下での既往の研究におけるベ

ントナイト－珪砂混合供試体（ = 0%）の透水係
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図 8 ベントナイト系材料の膨潤圧と透水係数と
の関係[23]

図 9 ベントナイト系材料の粘土鉱物置換率と透
水係数との関係（[23]を一部改変）

数は，k = 1.0×10-12 m/s[27]であり，本研究におけ
る透水係数と同程度の値である．粘土鉱物置換率

の増加に伴い，透水係数 k は高くなる傾向が見
られるが， = 25%, 50%においては，粘土鉱物の
種類の違いによる透水係数の大きな差は見られな

い．これは，粘土鉱物含有量が少ないうちは，透

水係数の値には，粘土鉱物の種類の影響よりもベ

ントナイト含有量，すなわち，膨潤量が大きく関

係すると考えられる．つまり，ベントナイト含有

量が多いうちは，膨潤により大部分の空隙を埋め

ることができるが，粘土鉱物の増加に伴い，空隙

を埋めることができなくなり，その結果，透水係

数の上昇という現象が見られたと考えられる．こ

のことについては，走査型電子顕微鏡による 2次
電子画像（図 10）で確認することができ，ベント

図 10 ベントナイト系材料の 2次電子画像（雲母
粘土鉱物混合の例）

図 11 著者が目指す今後の解決すべき課題

ナイトよりも結晶粒子の大きな粘土鉱物置換率の

増加に伴い，空隙が多くなっていく様子が見るこ

とができる．以上の結果は，ベントナイト系材料

を構成するモンモリロナイトの変質によるカオリ

ナイト，雲母粘土鉱物，緑泥石等の粘土鉱物の増

加は透水係数の上昇を引き起こす恐れがあること

を示唆する．

４ 研究のまとめと今後の課題 

 

 本研究では，1 種の粘土鉱物のみから構成され
る供試体と，ベントナイト系材料に対して超長期

供用による変質を想定して，変質鉱物（粘土鉱物）

を様々な割合で置換した供試体を用いて，一次元

膨潤圧試験および定圧透水試験を実施し，ベント

ナイト系材料の膨潤特性および透水性に与える粘

土鉱物置換率（変質）の影響について検討した．

その結果，粘土鉱物の種類によって膨潤圧と透水

係数が異なることがわかった．特に，ベントナイ

トの変質によって生成されると考えられるカオリ

ナイト，雲母粘土鉱物および緑泥石の透水係数は，

ベントナイトの透水係数よりも 3～5 オーダー大
きかった．また，カオリナイト－珪砂混合供試体，

雲母粘土鉱物－珪砂混合供試体および緑泥石－珪

砂混合供試体の透水係数は，ベントナイト系材料

供試体における透水係数よりも 2～4 オーダー程
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度低下する結果となった．これらの実験結果は，

ベントナイト系材料を構成するモンモリロナイト

の変質によるカオリナイト，雲母粘土鉱物，緑泥

石等の粘土鉱物の増加は透水係数の上昇を引き起

こす恐れがあることを示唆する．

 図 11 に著者が目指す今後の解決すべき課題を
示す．放射性廃棄物地層処分において，人工バリ

ア材（ベントナイト系材料）の変質による膨潤性

能や透水性能の低下は，緩衝材の性能を劣化させ

る負の効果である反面，変質によるベントナイト

の粘性の低下等により，天然バリア材（岩盤）中

の亀裂を閉塞させてバリア機能を高めるといった

正の効果と捉えることもできる．ベントナイトに

作用する溶液の種類の違いにより，岩盤中の亀裂

の閉塞の程度や，閉塞鉱物の組成も異なることが

考えられ，それに対応して岩盤の透水性などの物

性も大きく異なることが予想される．今後は，人

工バリア材（ベントナイト系材料）と天然バリア

材（結晶質岩盤と堆積軟岩）の物性に及ぼす変質

や変質鉱物（主に粘土鉱物）の組合せ・量比の影

響を明らかにし，その評価手法を構築する予定で

ある．さらに，人工バリアおよび天然バリアの両

バリア材の相互作用関係から，変質によるベント

ナイトの性能劣化と岩盤の亀裂閉塞による性能向

上の関係性を明らかにする予定である．いずれも，

地質学的な視点はもちろんのこと，力学・化学的

現象についての理論的検討・融合も視野に入れて，

地下地盤環境の長期安定性実現に向けて挑戦する

所存である． 
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